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　自動 車 照 明や電 子 機 器 製 品など

「 光 」の可 能 性を追い求めて独自の

製品を提供するスタンレー電気。その

米国現地法人の1つであるS t a n l e y 

Electric Sales of America, Inc. は、

スタンレー電気製品の販売を担う重要

拠点。取り扱い品種はおよそ500種。

商圏は北米、中南米全域をカバーする。

　効率的なビジネス運営を目指す同社

が実践するのが、ジャストインタイムの

経営である。在庫の極小化を図り、顧

客ニーズに対して、素早く製品を手配す

る。入庫した製品を倉庫に留め置くのは

最大でも2週間程度。保管作業や在庫

スペースの最適化を図るのが狙いだ。

　この取り組みを支えるのが、システム

パートナーであるSunr ise Logis t ics 

Solut ions（Amer ica）, Ltd. （以下、

SLSA）が開発した「倉庫管理システム」

と、Microsoft Dynamics GPをベー

スに構築した「業務システム」である。

SLSAは長年にわたり、同社のビジネス

をIT面からサポートする。

　倉庫管理システムは製品の入出庫

と在庫状況を管理する。一方の業務シ

ステムは入庫・出荷や出荷指示、それ

に紐づく伝票処理や会計処理などを統

合管理する。「例えば、倉庫に入庫があ

れば、倉庫管理システムから業務システ

ムに通知されます。その情報を集約し、

お客様のオーダーに応じて、倉庫側に

入庫・出荷指示を出します」とStan ley 

Electric Sales of America, Inc.の

塩田裕康氏は説明する。

　相互にやり取りする情報は納品先・

顧客名、品番、サプライヤーからの入庫

情報、発送情報、入庫確認情報、出荷

確認情報など。「システム間のファイル

転送はFTPで行う仕組みでしたが、ポー

リングの待ち時間などが重なると、1回

の転送処理に最大30分程度かかるこ

ともありました」と同社のAmi Ken氏は

語る。

　倉庫に入庫されたことはメールや電

話でわかっているのに、業務システムに

入庫情報が反映されないため、入庫・

出荷指示が出せない。「このタイムラグ

を何とか解消したいと考えていました」

（Ken氏）。

　情報のアンマッチによるトラブルの発

生も懸念された。従来は転送処理が正

常終了しても、データが欠落し受信側に

正しく届いていないことがあったからだ。

　その際のデータ復旧作業はSLSAが

担当する。「品番から不具合データを探
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倉庫と業務システム（Microsoft Dynamics）のファイル転送基盤に
HULFTを導入。FTPで最大30分要した転送処理を
わずか3分に短縮し、信頼性向上と業務リスクを低減
人々の生活や社会を明るく照らす「光」を創り出す製品で社会に貢献するスタンレー電気。そのグループ会社の1つと
して、主に米国地域の電子デバイス製品を中心とした販売を担うのがStanley Electric Sales of America, Inc.だ。
入庫・出荷業務に欠かせないファイル転送基盤に課題を抱えていた同社は、その仕組みをHULFTで再構築した。これ
により、ファイル転送の待ち時間を大幅に短縮し、タイムリーな入庫・出荷業務が可能になった。ミスやトラブルも軽減
され、保守工数の削減によるコストメリットも期待できるという。
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し出し、再送処理を行いますが、その対

処に手間と時間がかかっていました」と

SLSAの茅根圭輔氏は述べる。

　同社は多い時で1日100件以上の

入庫・出荷処理をこなす。ファイル転送

の待ち時間や情報のアンマッチの解

消は重要な業務課題である。そこで同

社は倉庫の移転を機に、ファイル転送

基盤の刷新を計画。そのためのソリュー

ションとして、S L S Aから提案されたの

が、セゾン情報システムズのデータ連携

ミドルウェア「HULFT」である。

　HULFTはファイル転送を自動化し、

各種業務アプリケーションとのシームレ

スなデータ連携を可能にする。すぐに

同期がとれるため、ファイルをまとめて

転送する必要がない。1回当たりのファ

イル転送量が小さくて済むので、処理

結果も確認しやすい。

　多様なプラットフォームに対応するた

め、既存資産を活かして容易に導入で

きるのも大きなメリットだ。システム開発

の手間を極小化し、コストも最適化でき

る。「ファイル転送ツールとしての使い

やすさを高く評価しました」と茅根氏は

選定の理由を述べる。

　トラブルの影響範囲の最小化にも有

効だ。HULFTはファイル送受信時にト

ラブルが発生した場合、後続の処理を

自動的にストップできる。トラブルのあっ

た処理を修正し再送すれば、後続の処

理は自動で再開される。「以前はトラブ

ル発生前後のデータを確認する必要

がありました。エラーログが見やすいの

で、トラブルの原因も容易に把握でき、

運用管理の負荷軽減につながります」

（茅根氏）。

　安定性も高く評価した。本格導入

前には、およそ1カ月にわたり連続稼

働を実 施 。課 題の洗い出しを行った

が、トラブルなく安定稼働を継続した。

「HULFTはファイル転送のデファクト

スタンダードで実績のあるツール。自前

でファイル転送の仕組みを作り込むよ

り、リスクが少なく、安心して運用できる

と判断しました。安定しているから同期

間隔を安心して短くできるのです。」と

茅根氏は話す。

　こうして同社は2014年10月中旬よ

り、倉庫管理システムと業務システム

をつなぐ新たなファイル転送基盤とし

てHULFTの本格運用を開始した。こ

れにより、同社は様々なメリットを実感し

ている。

　まず挙げられるのが、業務効率の向

上だ。「現在はファイル転送に要する

時間は最大でも3分程度。待ち時間が

劇的に短縮されています」と話すKen

氏。倉庫に入庫があれば、その情報が

業務システムにすぐに反映されるので、

その最新情報をもとに即座に出荷指

示を出すことができる。「実際の在庫状

況とシステム上のデータの“ズレ”が解

消されたので、ムダな待ち時間がなく、

タイムリーに業務を遂行できます。社員

のイライラも解消され、スムーズに業務

が回るようになったと現場では好評で

す」とKen氏はメリットを語る。

　万が一、ファイル転送時にトラブル

が発生した場合は、後続の転送処理

を自動的にストップするので、業務へ

の影響も最小化できる。入庫・出荷の

ミスを防げる上、データの修正も即座

に行える。特に月末は締めの作業で多

忙を極める。「従来はトラブルの復旧が

後々尾を引き、締めの作業ができなくな

る恐れがありましたが、現在はそうした

懸念は払しょくされています。業務リス

クを大幅に低減できました」と塩田氏

は満足感を示す。

　トラブルが減れば、解析や復旧作業

倉庫管理システム
（WMS）

業務システム
（Microsoft Dynamics GP）

同期
最大30分

同期
最大3分

FTPFTP

HULFT導入前

HULFT導入後

使いやすさと安定性を評価
運用管理の負荷軽減にも期待

タイムリーな入庫・出荷業務を実現
業務リスクを低減し信頼性も向上

倉庫管理システムと業務システム間の
ファイル転送イメージ
業務システムから倉庫管理システムに入庫予定
の通知がされる。倉庫への入庫があれば、その
情報が倉庫管理システムから業務システムに
反映される。業務システム上の最新データベー
スをもとに、倉庫に対して顧客情報や品番などを
付加した出荷指示を出す仕組みだ。
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に要する工数も削減できる。結果的に

システムの保守費用を低減し、コスト

削減にもつながる。今後はデータの送

受信が必要な他業務の見直しも視野

に入れ、HULFTの適用範囲の拡大を

模索していく。

　HULFTの活用により、大幅な業務

効率化を実現したStanley Electr ic 

Sales of America, Inc.。倉庫管理

システムと業務システムのタイムリーな

ファイル転送処理を支えるHULFTは、

同社の業務基盤の1つとして重要な役

割を担っている。


